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平
和
、
く
ら
し
を

良
く
す
る
絶
好
の
機

会
。
参
院
選
挙
が
間

近
で
す
。
貴
重
な
一

票
を
行
使
し
ま
し
ょ

う
▼
あ
ら
た
め
て

日
本
国
憲
法
九
条
を

見
る
と
第
一
項
で
「
日
本
国
民

は
、
正
義
と
秩
序
を
基
調
と
す

る
国
際
平
和
史
実
に
希
求
し
、

国
権
の
発
動
た
る
戦
争
と
武

力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の

行
使
は
、
国
際
紛
争
を
解
決

す
る
手
段
と
し
て
は
、
永
久

に
こ
れ
を
放
棄
す
る
。
」
第
二

項
で
「
前
項
の
目
的
を
達
す
る

た
め
、
陸
海
空
軍
そ
の
他
の

戦
力
は
、
こ
れ
を
保
持
し
な

い
。
国
の
交
戦
権
は
、
こ
れ

を
認
め
な
い
。
」
▼
戦
争
、
軍

事
力
の
放
棄
を
宣
言
し
て
い

ま
す
▼
こ
の
憲
法
の
下
で
安

倍
政
権
は
、
最
新
鋭
ス
テ
ル

ス
戦
闘
機
Ｆ
35
を
１
４
７
機
、

爆
買
い
を
決
定
し
ま
し
た
。

Ｆ
35
Ａ
一
機
分
で
１
１
６
億

円
も
。
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領

言
い
な
り
の
浪
費
で
す
▼
Ｆ

35
機
一
機
で
、
保
育
所
４
０

０
０
人
分
、
ま
た
は
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
９
０
０
人

分
建
つ
と
の
指
摘
も
。
戦
争

に
使
う
武
力
の
購
入
で
な
く
、

希
望
を
開
く
福
祉
施
設
建
設

の
道
の
選
択
が
▼
参
院
選
挙

で
、
消
費
税
増
税
を
ス
ト
ッ

プ
さ
せ
、
暮
ら
し
に
希
望
の

も
て
る
政
治
に
切
り
替
え
る

こ
と
も
選
択
の
一
つ
▼
い
ま
、

日
本
の
経
済
は
、
政
府
統
計

で
も
景
気
後
退
と
認
め
て
い

ま
す
。
こ
ん
な
時
に
増
税
し

た
ら
暮
ら
し
も
日
本
の
経
済

も
底
抜
け
に
な
る
の
で
は
。

「
大
企
業
に
中
小
企
業
な
み
の

法
人
課
税
を
」
な
ど
消
費
税

増
税
に
頼
ら
な
い
別
の
道
も

提
案
さ
れ
て
い
ま
す
▼
参
院

選
挙
。
32
す
べ
て
の
一
人
区

で
市
民
と
野
党
の
共
同
が
実

現
し
ま
し
た
。
話
し
合
い
を

深
め
、
希
望
あ
ふ
れ
る
道
へ
、

み
ん
な
で
投
票
を（
Ｈ
）

憲法９条改憲ＮＯ！！
健康で安心して住み続けられる地域づくりの

実現めざし　担い手を増やし大きな友の会を！！

第３９回 友の会総会

　

５
月
25
日
（
土
）
、
第
39
回

船
橋
二
和
病
院
健
康
友
の
会
総

会
を
１
１
１
名
（
友
の
会
77
名
、

職
員
22
名
、
来
賓
12
名
）
の
参

加
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
と
し
て
広
瀬
隆
信
友

の
会
会
長
、
松
隈
英
樹
院
長
の

挨
拶
、
研
修
医
の
大
賀
真
緒
医

師
、
前
田
珠
里
医
師
、
新
真
大

医
師
、
田
口
優
医
師
、
石
澤
耕

太
医
師
の
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
。
来
賓
と
し
て
県
連
友
の
会

会
長
の
秋
元
稔
さ
ん
、
二
和
地

区
社
協
の
齋
藤
新
一
さ
ん
、
ソ

ラ
マ
メ
の
会
会
長
の
降
籏
茂
さ

ん
、
船
橋
市
会
議
員
の
岩
井
友

子
さ
ん
、
前
県
会
議
員
の
丸
山

慎
一
さ
ん
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た

だ
き
、
各
市
議
会
議
員
、
千
葉

健
生
病
院
健
康
友
の
会
か
ら
来

賓
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

岡
本
事
務
局
長
が
２
０
１
８

年
度
の
活
動
を
踏
ま
え
、
２
０

１
９
年
度
の
活
動
方
針
の
提
起

を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
憲
法
を
ま
も
り
、

活
か
し
、核
兵
器
廃
絶
の
運
動
、

地
区
を
中
心
に
助
け
合
い
・
居

場
所
、
健
康
で
安
心
し
て
住
み

続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
、「
手

遅
れ
を
出
さ
な
い
」
た
め
に
健

診
受
診
、
健
康
づ
く
り
を
促
進

す
る
活
動
、
社
会
保
障
充
実
さ

せ
、
改
善
の
取
り
組
み
、
頼
り

２
０
１
９
年
度
方
針
、
予
算　
役
員
体
制
な
ど
提
案

　
　

豊
か
な
活
動
に
つ
い
て
発
言

　
　

活
動
方
針
、
予
算
、
役
員
体
制
な
ど
採
択

 

２
０
１
９
年
度 

役
員
紹
介

に
な
り
信
頼
さ
れ
る
病
院
に
す

る
取
り
組
み
、
担
い
手
を
増
や

し
、
会
員
が
楽
し
く
参
加
で
き

る
大
き
な
友
の
会
に
す
る
活
動

な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
決
算
、
予
算
、
役
員

体
制
、
特
別
決
議
ス
ロ
ー
ガ
ン

な
ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
案
を
受
け
、
各
地
区
、
職

員
か
ら
豊
か
な
活
動
に
つ
い
て

の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

野
田
尚
史
事
務
長
か
ら
「
友

の
会
と
す
す
め
る
二
和
病
院
グ

ル
ー
プ
の
取
り
組
み
」、
高
根

台
地
区
の
瀧
口
伶
子
さ
ん
か
ら

「
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど

地
域
の
団
体
と
協
力
し
て
、
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
み
会
員
を

増
や
し
た
経
験
」、
二
和
地
区

の
安
原
ま
ゆ
み
さ
ん
か
ら
「
地

域
で
気
に
な
る
人
に
は
勇
気
を

も
っ
て
声
を
か
け
」
病
院
、
在

支
に
つ
な
げ
た
経
験
、
ふ
れ
ク

リ
の
福
島
彩
香
さ
ん
か
ら
「
友

の
会
健
診
の
重
要
性
」
に
つ
い

て
、
習
志
野
台
地
区
の
佐
藤
む

つ
み
さ
ん
か
ら
「
繰
り
返
し
宣

伝
を
行
い
継
続
的
に
か
か
わ
り

地
区
役
員
体
制
を
強
化
し
た
経

験
」、
稲
田
悦
郎
副
会
長
か
ら

「
職
員
と
と
も
に
取
り
組
ん
だ

何
で
も
相
談
」
に
つ
い
て
、
法

典
地
区
の
広
上
敏
子
さ
ん
か
ら

「
楽
し
く
参
加
で
き
る
友
の
会

活
動
」
に
つ
い
て
、
組
織
部
の

太
田
雅
石
さ
ん
か
ら
「
高
齢
者

訪
問
に
取
り
組
ん
で
」、
産
婦

人
科
の
近
藤
廣
美
さ
ん
、
鎌
田

美
保
医
師
か
ら
「
産
婦
人
科
病

棟
再
開
し
て
」
の
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年
度
活
動
方
針
、

役
員
体
制
、
予
算
、
特
別
決
議
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
な
ど
す
べ
て
の
提

案
を
満
場
一
致
で
採
択
し
ま
し

た
。

　

最
後
に
今
総
会
で
退
任
さ
れ

る
佐
藤
ア
ツ
子
副
会
長
、
戸
辺

健
治
副
会
長
、
秋
場
み
よ
子
事

務
局
次
長
、
小
川
正
光
事
務
局

次
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。
長
い
間
ご
苦
労
さ
ま
で
し

た
。

会　

長　
　
　

広
瀬　

隆
信

副
会
長　
　
　

稲
田　

悦
郎

　
　
　
　
　
　

庄
子　

せ
つ
子

　
　
　
　
　
　

鈴
木　

ト
ミ
子

　
　
　
　
　
　

田
中　

タ
エ
子

　
　
　
　
　
　

野
田　

尚
史

　
　
　
　
　
　

松
村　

吉
基

事
務
局
長　
　

岡
本　

功

事
務
局
次
長　

太
田　

雅
石

山
田　

富
美
子

　
　
　
　
　
　

安
藤　

恵
美
子

　
　
　
　
　
　

濱
島　

稔

会
計
監
査　
　

新
津　

美
智
子

　
　
　
　
　
　

木
間　

勇

７月の参議院選挙はこぞって
投票に行きましょう！

　安倍政権は、立憲主義、民主主義破壊の政治の上に日

本が「海外で戦争できる国」にするために、「憲法９条

に自衛隊を明記する条文を追加し、２０２０年を新しい

憲法施行の年にしたい」と、憲法９条改憲に執念を燃や

しています。

　７月に行われる参議院選挙は、平和で安心して住み続

けられる政治に変える絶好の機会です。

 希望ある新しい政治の実現をめざし、安倍政権を退陣

させるためこぞって投票にいきましょう。

発言する佐藤むつみさん 発言する田代照代さん

友の会デー署名行動

発言する安原まゆみさん

５人の研修医

退任する役員

発言する鎌田美保医師・近藤廣美助産師
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大
賀
真
緒
医
師
も
参
加

本
土
寺
へ
の
散
策
二和地区

多
古
米
お
土
産
付
き
・
「
あ
じ
さ
い

祭
り
」
に
22
名
が
参
加　

１
名
入
会
丸山地区

健
康
講
座　

訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス

っ
て
知
っ
て
い
ま
す
か

八 千 代
地 区

ラ
ン
ド
ロ
ー
ム
で

青
空
健
康
チ
ェ
ッ
ク  
４
名
が
入
会
大穴･三咲
地 区

終
末
期
医
療
と

リ
ビ
ン
グ
ウ
イ
ル
を
考
え
る
御滝地区

老
人
会
と
共
催
・
30
名
が
参
加

認
知
症
予
防
と
脳
ト
レ
西･高･芝
地 区

歴
史
を
肌
で
感
じ
た

　
　
　
　
　

戸
定
邸
見
学

鎌ヶ谷東
地 区

上
手
に
な
り
頭
も
使
い・

皆
ん
な
で
楽
し
ん
だ「
ボ
ッ
チ
ャ
」
法典地区
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６
月
12
日
（
水
）
の
日
蓮
宗

本
土
寺
（
別
名
・
あ
じ
さ
い
寺
）

散
策
は
梅
雨
の
晴
れ
間
で
大
変

　

６
月
９
日
（
日
）
梅
雨
に
入

り
今
に
も
降
り
出
し
そ
う
な
空

の
下
、
多
古
町
の
「
あ
じ
さ
い

祭
り
」
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

京
成
電
車
で
成
田
空
港
第
２

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
へ
、
そ
こ
か

ら
多
古
町
ま
で
は
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
で
、
バ
ス
の
中
で
多
古
町
の

　
３
階
西
病
棟
の
山
下　
真
由
子
の
長
男

樹
紀
ち
ゃ
ん
（
1
才
5
ケ
月
）

　
い
た
ず
ら
大
好
き
な
子
で
す
。
よ
く
食
べ
、

よ
く
遊
ん
で
元
気
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

気
持
ち
良
い
日
だ
っ
た
。
15
名

が
参
加
し
、
研
修
医
の
大
賀
真

緒
先
生
も
参
加
。

　

五
重
の
塔
を

見
上
げ
る
地
点

か
ら
自
由
散
策

で
私
は
本
堂
か

ら
右
手
の
方
へ

回
っ
て
み
た
。

境
内
は
至
る
所

紫
陽
花
の
花
盛

り
で
、
新
種
か

な
と
思
わ
れ
る

濃
い
紫
の
花
も

あ
り
、
又
池
を

泳
ぐ
可
愛
い
ら

し
い
鯉
の
鮮
や

か
な
赤
に
見
と

れ
た
り
し
た
。

　

そ
ば
店
で
の

昼
食
後
足
を
延

ば
し
東
漸
寺

へ
。
静
寂
そ
の

も
の
の
境
内
の
敷
石
の
見
事

さ
。
広
い
墓
地
か
ら
の
風
が
爽

や
か
で
ず
ー
と
吹
か
れ
て
い
た

か
っ
た
。
こ
の
日
私
の
歩
数
計

は
約
８
千
歩
だ
っ
た
。

福
田　

洋
子

職
員
か
ら
「
多
古
米
」
の
無
料

お
土
産
券
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
場
の
あ
じ
さ
い
公
園
は
あ

じ
さ
い
の
花
は
３
分
咲
き
。

　

早
速
全
員
お
土
産（
多
古
米
）

を
ゲ
ッ
ト
、
会
場
内
の
芝
生
で

出
店
や
「
道
の
駅
」
で
確
保
し

た
お
弁
当
を
食
べ
記
念
撮
影
。

　

「
道
の
駅
」
で
新
鮮
な
野
菜

を
買
う
人
、
な
か
に
は
サ
ツ
マ

イ
モ
の
詰
め
放
題
、
多
古
米
の

つ
か
み
取
り
に
挑
戦
さ
れ
た
方

も
お
り
、
ず
っ
し
り
と
重
く

な
っ
た
ザ
ッ
ク
を
背
に
「
買
い

出
し
だ
ね
」
と
笑
い
な
が
ら
、

午
後
２
時
19
分
多
古
町
役
場
発

の
バ
ス
で
、
雨
に
降
ら
れ
る
こ

と
も
な
く
全
員
無
事
に
家
路
に

つ
き
ま
し
た
。

小
川　

正
光

　

６
月
５
日
（
水
）
年
金
者
組

合
八
千
代
支
部
、
二
和
・
健
生

健
康
友
の
会
、
さ
わ
や
か
訪

問
看
護
Ｓ
Ｔ
共
催
で
健
康
講

座
「
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
っ
て

知
っ
て
い
ま
す
か
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
行
い
ま
し
た
。
講
師

は
さ
わ
や
か
訪
問
看
護
Ｓ
Ｔ
所

長
神
原
智
子
さ
ん
で
す
。

　

食
生
活
の
援
助
、
公
的
サ
ー

ビ
ス
の
相
談
、
介
護
保
険
を
利

用
し
た
時
の
利
用
料
金
等
々
。

又
い
よ
い
よ
治
る
見
込
み
が
な

く
な
り
死
期
が
迫
っ
て
い
る
と

い
う
時
、
ど
こ
で
過
ご
し
た
い

で
す
か
。
病
状
が
悪
化
し
自
分

の
考
え
が
伝
え
ら
れ
な
い
状
態

の
時
に
、
ど
の
よ
う
な
治
療
を

　

５
月
20
日
（
月
）
雨
模
様
の

蒸
し
暑
い
日
、
定
例
の
勉
強
会

　

５
月
17
日
（
金
）、
若
尾
看

護
師
さ
ん
に
お
願
い
し
、
会
場

を
借
り
て
い
る
町
会
の
老
人
会

（
プ
ラ
チ
ナ
会
）
と
の
協
賛
で

講
義
及
び
脳
ト
レ
を
行
っ
た
。

　

会
長
さ
ん
と
チ
ラ
シ
配
り
の

お
か
げ
で
30
名
の
出
席
、
広
い

　

５
月
28
日
（
火
）
松
戸
駅
か

ら
徒
歩
10
分
程
、
高
台
に
建
つ

広
大
な
建
物
、
水
戸
藩
最
後
の

望
み
ま
す
か
な
ど
意
志
が
明
ら

か
に
出
来
る
時
か
ら
、
繰
り
返

し
話
し
合
い
、
そ
の
意
志
を
共

有
す
る
こ
と
が
重
要
な
こ
と
で

あ
る
こ
と
な
ど
。
い
ず
れ
誰
に

で
も
巡
っ
て
く
る
問
題
を
考
え

る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
30
名
で
し
た
。

小
山　

穆
子

を
行
い
ま
し
た

　

緩
和
ケ
ア
認
定
看
護
師
の
山

本
紗
綾
香
さ
ん
の
講
師
の
も

と
、
旭
自
治
会
館
で
９
名
の
会

員
で
〝
人
間
の
終
末
期
に
こ
そ

最
も
人
間
と
し
て
の
尊
厳
を
保

ち
た
い
〟
と
非
常
に
難
し
い
勉

強
会
で
す
。

　

日
本
は
外
国
と
比
べ
死
に
つ

い
て
は
、
ぼ
か
す
こ
と
が
美
徳

の
よ
う
な
風
潮
が
あ
り
こ
の
よ

う
に
真
剣
に
現
在
の
終
末
期
医

療
の
実
状
と
〝
リ
ビ
ン
グ
ウ
イ

　

６
月
９
日（
日
）
恒
例
に
な
っ

た
「
ボ
ッ
チ
ャ
」
を
法
典
公
民

館
で
行
い
９
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

会
を
重
ね
る
と
皆
さ
ん
腕
を

上
げ
上
手
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
う
ま
く
い
っ
た
か
な
と

思
っ
て
も
的
が
外
れ
た
り
、
思

い
が
け
ず
う
ま
く
い
っ
た
り
と

ル
〟
の
重
要
性
を
理
解
で
き
た

有
意
義
な
勉
強
会
を
行
う
事
が

で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
軽
い
ス
ト
レ
ッ
チ
の

後
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
現
在

の
生
活
環
境
状
態
と
終
末
期
を

迎
え
た
時
の
ギ
ャ
ッ
プ
等
を
話

し
合
い
ま
し
た
。　

吉
田　

司

そ
の
都
度
違
う
結
果
に
な
る
の

が
面
白
い
で
す
。

　

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
競
技
に

も
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ス
ポ
ー

ツ
は
苦
手
と
言
う
方
で
も
絶
対

大
丈
夫
。
と
て
も
良
い
運
動
に

な
り
、
頭
も
思
っ
た
以
上
に
使

い
ま
す
。

　

機
会
が
あ
っ
た
ら
皆
さ
ん
是

非
た
め
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
初
め
て
の
参
加
者
も
１

名
で
し
た
。　
　

広
上　

敏
子

会
場
が
借
り
ら
れ
た
の
で
、
の

び
の
び
と
脳
ト
レ
が
出
来
ま
し

た
。

　

皆
ん
な
頭
や
手
足
が
ち
ぐ
は

ぐ
に
な
り
笑
っ
た
。
講
義
だ
け

で
な
く
体
を
動
か
す
こ
と
が
良

か
っ
た
。
最
後
は
皆
ん
な
ハ
ー

モ
ニ
カ
に
合
わ
せ
て
「
ふ
る
さ

と
」
を
歌
っ
て
署
名
を
し
て
戴

き
散
会
し
た
。

田
代　

照
代

　

５
月
22
日（
水
）ラ
ン
ド
ロ
ー

ム
で
青
空
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行

い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
て
青
空
健
康
チ
ェ
ッ

ク
を
体
験
し
、
握
力
測
定
を
担

当
し
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
の
意

気
込
み
と
協
力
が
良
く
出
来
て

い
て
、
買
い
物
の
人
々
に
伝
わ

り
、
29
名
の
方
が
健
康
チ
ェ
ッ

ク
を
受
け
て
戴
ま
し
た
。

　

チ
ラ
シ
も
７
０
０
枚
を
手
分

け
し
て
配
り
、
チ
ラ
シ
を
見
て

来
て
く
れ
た
方
や
、
会
員
さ
ん

で
「
あ
れ
！
今
日
だ
っ
た
の
」

と
の
方
も
お
り
、
お
誘
い
し
な

が
ら
も
対
話
が
進
み
ま
し
た
。

　

会
員
の
お
誘
い
も
行
い
４
名

の
方
が
入
会
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
手
伝
い
で
き

る
時
は
協
力
し
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
ご
苦
労
様
で
し
た
。

青
木　

一
夫

藩
主
徳
川
昭
武
の
私
邸
〝
戸
定

邸
〟
を
訪
ね
ま
し
た
。

　

国
指
定
重
要
文
化
財
、
建
物

内
細
部
の
案
内
説
明
を
受
け
、

当
時
の
私
生
活
空
間
を
肌
で
感

じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

歴
史
館
内
で
の
家
系
図
、
遺
品

等
々
の
展
示
物
見
学
、
新
緑
の

庭
園
を
散
策
。
紅
葉
の
秋
、
風

情
の
違
う
季
節
も
楽
し
め
る
の

で
し
ょ
う
。

　

昼
食
は
美
味
し
い
中
華
料
理

を
堪
能
。
充
実
し
た
時
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

飯
島　

恵
津
子
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　当院では、骨や筋肉に関わるようなケガ「以外」はおおむね

外科が担当しています。今回はよくある質問におこたえします。

・傷がジクジクします。　ジクジクは、「浸出液」といって、組

織を修復するタンパク質や、免疫細胞などが溶け込んでいるも

のです。従来、傷は乾かして治すものとされてきましたが、こ

の浸出液で傷が覆われるように、ガーゼではなく、シール状の「被

覆材」を使ったほうが、治りが早いことがわかっています。

・毎日消毒しなくていいの？　皮膚にはそもそも常在菌、いわ

ゆる善玉菌がいます。消毒すると、悪玉菌だけでなく、善玉菌も、

体を修復するための細胞も、障害されてしまいます。傷の表面

のベトベトをそのままにしておくことが、悪玉菌が繁殖したり、

皮膚がただれたりする原因です。院内でも消毒を使っていない

わけではありませんが、傷の処置に関しては、消毒したいとい

うよりは、ベトベトを洗い落とすことを目的に行っています。

たくさんしみている間はたびたび交換が必要ですし、比較的乾

いてくれば毎日交換する必要はありません。

・傷を濡らしていいの？　上記のように、ベトベトのままにし

ておくより、洗った方が清潔で、感染を起こしません。濡らさ

ないようにお願いしているのは、膿を出す治療をした傷にガー

ゼを入れたとき、背中などご自分では張り替えが難しい部位の

ときなど、比較的限られた状況です。

・出血が続いています。　まさに出血が続いているときは、み

るみる間に真っ赤な血が「被覆材」などからあふれ出てきます。

被覆材の中でおさまっていて、薄赤く染まっているときは、浸

出液に血液の名残が溶け込んだもののことが多いです。

ちなみに、傷の処置は「消毒時間予約」という枠で予約を承っ

ていますが、過去の名残で、「まさに消毒」

を目的としてはいません。

　とくに感染を伴っている場合など、すべ

てのケースに当てはまるわけではありませ

んので、心配なことがあれば受診していた

だけると安心です。

外科　川名智之医師

　友の会の皆様には、いつも大変お世話になっております。二和
病院は高校生のたくさん来る病院で、特に夏休みは集中的に来ま
す。
　看護師（リハビリ・医師・薬剤師等も）を目指す高校生が千葉県内、
東京から集まります。前回の感想文では「担当看護師さんがかっ
こ良くて感動した」「看護の仕事は大変と聞いていたが、それ以上
にやりがいを持って、楽しそうにしているところを見て、安心した」

「患者さんとのコミュニケーションが大切とわかった」「地域との
つながりを感じた」など新鮮な感想文を読んで、職員が励まされ
ています。おかげさまで、今年4月もこのナース体験つながりで、
看護合格者１１名が奨学生となりました。
そこで友の会の皆様にお願いです。
◎ 高校生を見たら、ぜひ声をお掛けください。「いらっしゃい～」「頑
張って」「看護師になって来てね」など思いのままにお願いいたし

ます。その言葉で、決意を固める学生もいま
す。看護師不足の千葉県を何とかするために
も、お力をお貸し下さい。
◎ また、身近に看護を志望する高校生がいましたら、ホームペー
ジから、ナース体験を申し込めますのでどうぞ、お勧め下さい。
不明な点は看護学生サポートルームにご連絡下さい。どうぞ、よ
ろしくお願いいたします。

健　康　講　座

傷の治療について

いよいよ「1日高校生ナース体験」の季節
二和病院に高校生がやってきます！

　

４
月
か
ら
船
橋
二
和
病
院
に
入
職

し
ま
し
た
、

北
野
麻
衣
子

で
す
。
実
家

の
あ
る
沖
縄

の
琉
球
大
学

を
卒
業
し
た
後
、
医
師
と
し
て
関
東

地
方
で
働
き
は
じ
め
、
そ
の
ま
ま
こ

ち
ら
に
生
活
の
基
盤
を
置
い
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
大
学
病
院
や
周
産
期
セ

ン
タ
ー
な
ど
に
勤
務
し
て
い
ま
し
た

が
、
妊
娠
・
出
産
の
た
め
一
時
現
場

を
離
れ
た
後
、
平
成
29
年
秋
よ
り
少

し
ず
つ
ふ
た
わ
診
療
所
で
の
外
来
業

務
を
始
め
て
い
ま
し
た
。
仕
事
の
勘

を
取
り
戻
し
つ
つ
、
子
ど
も
の
保
育

園
入
園
が
決
ま
っ
た
の
を
機
に
勤
務

日
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
、

今
後
は
手
術
や
病
棟
業
務
、
今
春
再

開
し
た
分
娩
に
も
関
わ
っ
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

複
数
の
施
設
で
の
勤
務
を
経
て
感

じ
る
の
が
、
診
療
内
容
や
専
門
性
だ

け
で
な
い
、
そ
の
施
設
そ
の
も
の
の

色
や
空
気
の
よ
う
な
も
の
の
違
い
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
同
じ
「
産

婦
人
科
」
で
あ
っ
て
も
、
そ
こ
に

や
っ
て
く
る
患
者
さ
ん
や
応
対
す
る

ス
タ
ッ
フ
の
雰
囲
気
は
様
々
で
、
二

和
病
院
で
は
業
務
の
中
で
よ
り
多
様

な
業
種
の
専
門
家
と
関
わ
り
な
が
ら

チ
ー
ム
と
し
て
の
医
療
を
し
て
い
る

と
い
う
雰
囲
気
を
強
く
感
じ
ま
す
。

　

元
々
産
婦
人
科
医
を
志
し
て
医
師

に
な
り
ま
し
た
。
よ
り
専
門
性
の
高

い
働
き
方
を
考
え
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
結
局
は
女
性
の
生
活
に
広
く

関
わ
り
心
身
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
産

婦
人
科
医
の
仕
事
そ
の
も
の
を
と
て

も
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
空
白
期
間

を
経
て
、
制
限
が
あ
る
中
で
も
再
び

こ
の
仕
事
が
で
き
る
こ
と
、
分
娩
も

再
開
し
て
よ
り
多
く
の
女
性
の
人
生

に
関
わ
る
仕
事
が
で
き
る
こ
と
を
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
割
と
短
い
期
間
で
各

勤
務
先
を
異
動
す
る
形
で
働
い
て
い

た
の
で
、
今
後
は
こ
こ
で
少
し
腰
を

落
ち
着
け
て
地
域
と
も
関
わ
り
な
が

ら
、
幅
広
く
、
か
つ
長
い
時
間
を
か

け
て
産
婦
人
科
医
療
を
担
う
こ
と
が

で
き
た
ら
と
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

写
真
は
趣
味
の
園
芸
や
編
み
物
の
思

い
出
で
す
。
し
ば
ら
く
手
を
付
け
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ま
た
い
つ
か
再

開
し
た
い
も
の
で
す
。

新
し
い
医
師
の
紹
介

４
月
か
ら
赴
任
し
ま
し
た
北
野
麻
衣
子
で
す

お申し込みは
こちら

坂本直子
副総看護師長
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◎
ご
購
読
申
し
込
み
は
も
よ
り
の
地
区
役
員
、

友
の
会
事
務
局
☎
０
４
７
（
４
４
９
）
４
４
１
７

外
来
案
内
コ
ー
ナ
ー
（
総
合
案
内
と
な
り
）
ま
で

　

前
年
の
７
月
に
ご
入
会
い
た
だ
い
た
方
は
、

会
費
納
入
の
時
期
で
す
。
ま
た
、
そ
れ
以
前
に

ご
入
会
の
方
で
、
会
費
を
お
支
払
い
い
た
だ
い

て
い
な
い
方
も
、
会
費
の
納
入
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
ふ
た
わ
診
療
所
友
の
会
コ
ー
ナ
ー

（
10
時
～
12
時
）・
友
の
会
事
務
所
（
10
時
～
16

時
）
で
受
付
い
た
し
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
友
の
会
事
務
所
ま
で
。
納

入
の
際
は
会
員
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
お
近
く
の
友
の
会
役
員
が
、
お
訪
ね

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

友
の
会
事
務
所　

☎
０
４
７
（
４
４
９
）
４
４
１
７

2019年７・８月合併号 第 403 号

好評発売中

2019
月号 380円7

　私はケアマネージャーとして

働いていますが定期訪問に行く

と毎回「あなた見たことある」

と言いう方がいます。そのたび

に私は訪問の目的を説明し安心

してもらえるように接すること

を心掛けます。ご長女と話して

いると「私の話をしているの？

　全然覚えてない。私、おかし

くなってしまったのかしら」と表情が曇ります。自分自身の変化に戸惑い、

不安を感じているのです。そんな彼女ですが、故郷の写真を見ながら思い出

話をしているときには明るい笑顔を見せてくれます。その笑顔を見る度に、

私は本人や家族の気持ちに寄り添って支援していきたいと思うのです。

　認知症カフェ（通称：オレンジカフェ）とは認知症になってもできる限り

住み慣れた地域で暮らし続けることができるよう、認知症の人やその家族、

地域住民、専門職等のだれもが気軽に集うことができる場で、市内各地で様々

な団体が開催しています。

　船橋二和病院でも５月からふたわ診療所専門外来の待合でオレンジカフェ

「二和架け橋」として認知症カフェを開催することになりました。医療機関と

しての専門性を活かし認知症認定看護師やケアマネージャーなど専門職や病

院スタッフが加わり、友の会の方々やボランティアの方々と共に、仲間づく

りや情報交換、相談にのったりのられたり、気軽に立ち寄れる、本人・家族・

地域の架け橋となるようなカフェにしていけたらと思っております。

　毎月第４火曜日１４：００～１６：３０ふたわ診療所専門外来待合にて参

加費２００円で出入り自由となっております。お誘い合わせの上、お気軽に

お越しください。

連絡先　ケアプラン二和かけはし　TEL ０４７-４０１-３０５１

 

平
和
部

み
ん
な
で
考
え
よ
う
　
時
事
と
歴
史
の
会

　

７
月
11
日（
木
）
午
前
10
時
～
12
時

　

▽
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
３
階

 

友
の
会
デ
ー
・
バ
ザ
ー
・
何
で
も
相
談
会

　

７
月
19
日（
金
）
午
前
10
時
～
12
時

　

▽
診
療
所
待
ち
合
い
室
ホ
ー
ル

 

歴
史
勉
強
会

　

７
月
25
日（
木
）
午
前
10
時
～
12
時

　

▽
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
３
階

オレンジカフェの紹介

７月11日（木）に茨城県
から平和行進団が千葉県
に入ってきます。
各市の平和行進の日程を
ご案内します。

香取市 ７月１１日（木）

成田市・
酒々井町 ７月１２日（金）

佐倉市 ７月１３日（土）

四街道市 ７月１４日（日）

千葉市 ７月１５日（月）

八千代市 ７月１６日（火）

習志野市 ７月１７日（水）

船橋市
７月１８日（木）
船橋網の目行進

（二和・丸山・三山コース）

鎌ヶ谷市 ７月１９日（金）

我孫子市 ７月２０日（土）

柏市 ７月２１日（日）

流山市 ７月２２日（月）

松戸市 ７月２３日（火）

市川市 ７月２４日（水）

今年の原水爆禁止世界大会は
８月７日（水） ～８月９日（金）

まで　長崎で開催
大会成功のために平和行進に参加を！

ふたわ盆踊り大会
日時 ８月 17 日（土）
時間

場所

主催

後援

午後５時～８時まで

船橋二和病院第２駐車場

船橋二和病院・船橋二和病院健康友の会

二和みひと婦人会・二和中央商店会

慢性腎不全　調理教室慢性腎不全　調理教室
講師　阪医師　栄養士　薬剤師　看護師

日時　7 月 22 日（月）10：00 ～ 14：00
場所　二和公民館 ４階実習室

参加費 1,000 円（付き添いの方 500 円）

栄養士の指導のもと調理いたしますので、日頃お料理をされない方もお気軽にご参加ください♪

※予約制
申込み締切
７月１５日

ご予約・お問い合わせ
窓口または☎０４７－４４８－７６６０　腎臓病担当職員（看護師 下山、事務 藤木）


